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                    校長   柳川 洋史 

            

 
１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

学校づくりビジョン「共に生きる力をはぐくむ」の達成に向けて、教職員の研鑽と協働、

家庭・地域との連携をしながら、取組を進め、「誠実」「規律」「勤勉」といった目指す子ど

もの姿の具現化していきます。 
 
２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 
①地域の見守り 

PTA、海蔵セフティネット協議会、学校の三者で、

子どもたちの見守りや登下校指導を行ってきました。

特に、海蔵セフティネット協議会の方々には、子ども

たちの安全安心な生活が保てるよう日常的に地域で

見守っていただいています。 
昨年度より、引き続き下校パトロールも行っていただ

きました。入学式前には、入学児童に向けての入学前

の登校練習の機会を作っていただいたり、通学路の安

全点検にも協力いただいたりしています。 
②人権教室 

思いやりの心を大切にすることや差別や偏見を

なくし、人と人とがつながり合うことのすばらしさ

を子どもたちに伝えるという目的で、２年：男女平

等教育「ジェンダーに気付こう」、４年：いじめを

なくすために「プレゼント」、６年：障がいのある

人の人権を考える「桃色のクレヨン」という内容で、

１０学級で授業をしてもらいました。 
 
③ 地域で活動芸能 

クラブ活動では、太鼓クラブの活動の

支援を受けました。子どもたちは専門的

な技術指導を受け、興味を持って意欲的

に活動しています。中には日曜日の太鼓

団体自体の練習日に自主的に参加し、意

欲的な子どもの姿が見られました。 
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④ 来入児保護者へのかかわり 

新１年生の不安な気持ちを軽減する

ためには、保護者がどのように子どもを

理解し、関わっていくのかがポイントに

なります。そこで、来入児の保護者の皆

さんに対しては、就学時健診時を利用し

て、児童期における子どもへの理解やつ

きあい方について、主任児童委員にエン

カウンターを交えて話をしていただい

ています。今年で１０年目となりました。 
  
 ⑤ ３・４年生の図工での指導 
 委員の方が講師となり、木材を利用し木工教室

の指導をしていただきました。のこぎりを使った

木の切り方を丁寧に教えていただきました。完成

後、作った作品を見合いました。   
     
（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 
 
第１回運営協議会（５月１０日） 
・校内巡回（授業参観） 
・学校づくりビジョンについて 
・年間活動計画について 
・本校転任職員の挨拶 
 
 
第２回運営協議会（６月２７日） 
・校内巡回（授業参観） 
・子どもたちの様子について懇談 
・教職員とサイコロトーキング 
 
 
第３回運営協議会（９月２８日） 
・運営委員の道徳授業参加 
・授業に参加いただいた意見・感想交換 
 実際に児童とともに道徳の授業に参加して          

いただき発言していただいたり、感想を述べていただ

いたりした。 
 



第４回運営協議会（１１月７日） 
・学校の様子について 
（運動会、海蔵っ子走ろう会に向けて）    
・働き方改革について 
 
第５回運営協議会（２月１４日） 
・本年度のふりかえり 
（保護者・児童アンケートの分析） 
・学校関係者評価記入・協議 
・次年度について（年間計画・次年度委員等） 
 
３ 今後に向けて 

本年度も、学校運営協議の場で検討・協議いただいた評価・意見は直ちに教

員と共有し、改善につなげてきました。 
登下校の状況についても、「通用門から飛び出すことがある」「道幅いっぱい

に広がって歩く」といった地域の方からのお声を受け、対応についても協議い

ただきました。その結果、海蔵地区セフティネットの方々による下校指導を実

施いただくとともに、職員も交代で下校指導を行うこととなりました。 
こうした経緯につきましては、保護者・地域にむけて校長室だより・学校Ｈ

Ｐにより周知に努めてきました。今後も四日市版コミュニティスクールの仕組

みによって、地域・家庭・学校が子どもの育成について共通理解をし、子ども

の健全な育成について協働する組織として学校運営を支援していただきたいと

考えています。 
また、学校づくりビジョン推進に向け、地域住民や保護者の皆様のニーズを

受け止めるとともに、地域住民・保護者の持つ教育資源を活用し、よりきめ細

やかな指導の実現に向けて取り組みました。 
様々な角度からご意見・ご提言をいただけるよう、学校運営協議会の持ち方

も工夫したいと考えています。本年度は、本校職員と委員の方々とのコミュニ

ケーションを一層図るため、転任してきた教職員の名前・写真を一覧にして紹

介させていただいたり、教職員とサイコロトーキングでお題の中に学校情報を

入れて情報共有したりするなど、一層の理解促進に努めました。 
さらに、「考え議論する道徳」の実現に向け、１～6 年生の児童とともにコミ

ュニティースクール委員に授業参加の上でご意見をいただく、といった取り組

みも 3 年目になりました。今後も、道徳教育の質の向上に向けて、取り組んで

いきます。 
こうしたことにより、さらに連携を深めるとともに、学校からの情報発信も

積極的に行うことで、一層充実した活動になるよう考えていきます。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 

 
【 通学路を歩こう会 】 

５ 
 

１０日 第1回運営協議会 
 

・委員委嘱，委員長，副委員長の選出，新任職員
の紹介 

・授業の参観・校内視察 
・海蔵小学校学校づくりビジョンについて 
・児童の様子について（スライドで紹介） 
・転任職員紹介 
【 自治会連携通学路点検 】 

６ 
 

２７日 第２回運営協議会 
 

・校内巡回・授業参観 
・児童の様子について 
・教職員とサイコロトーキング 

７ 
 

 
【 着衣水泳実施 】 

８   

９ ８日 第３回運営協議会 
・校内巡回・授業参観 
・運営委員による道徳授業参加 
・授業での子どもの様子について 

10 
 

 
【 運動会実施 】 

11 
 

７日 第４回運営協議会 
 

・校内巡回・授業参観 
・学校の様子 

(運動会・修学旅行・走ろう会に向けてなど)  
【就学時健診時講演会実施】 

12 
 

 
【海蔵っ子走ろう会実施】【陶芸教室 実施】 

１ 
 

 
【陶芸教室 実施】 

２ 

 
１４日 第５回運営協議会 

 
 

・学校教育活動全般について，保護者，児童，職
員のアンケート結果から意見交流 

・学校づくりビジョン活動にかかる関係者評価の
実施 

・次年度以降の学校運営協議会委員について 
・来年度に向けて 
・教職員との懇談会 

【人権教室２・４・６年で指導 】 

３ 
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